
Meisei University

NII-Electronic Library Service

「

『

漏
斗
戸
』

主
」

に

つ

い

て
　

　

　
　
　
ネ

天

野
　
節

「

『

漏
斗
戸
』

主
」

に

は、

何
が

ど

の

よ

う

に

描
か

れ、

ど
の

よ

う

な

思
い

が

作
者
を

駆
り

立

て

て

い

た

の

か
、

論
じ

た
い

。

先

ず、

梗
概
を

述
べ
、

背
景

と

作
口

叩

の

特
徴、

作
品

を

生
み

出
し

た

作
者
の

思
い

を

述
べ

る
。

注
（
且）
　
高
暁
声
と

そ
の

作
品

に

つ

い

て

は、

大

野

節
「

高

暁
声
の

略
歴
と
そ

の

作
ロ

 

」

日

本

中

国

当

代
文

　

学

研
究
会
会
報
二

〇

〇
〇

年
九
月
第
一
四

号

に

記
載
が

あ
る。

（
2）
　
陸
文
夫
「

乂

送

高
暁
声
」

『

収
穫
』

一
九

九

九
年

第
五

期
一
五

〇
頁

〜
一
五

二

頁。
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一
　

は

じ

め
に

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
し　

　
作
者
高
暁
声
は、
　 

九
九

九
年
七

月

八

日、

七
一

歳
で

逝

去

し

た。

同

人

誌
『

探

求
者
』

の

創
設
を

企

図

し

て

以

来
の

友
人
陸
文
夫
は、

彼
の

臨
終
の

模
様
を

「

生

活

は

創
作
と

は

異
な

り、

高
暁
声
に

は

創
作
の

手
法
を

も
っ

て

し

て

理

想
的
な

家
庭

を

築
き

上

げ
る

こ

と

な

ぞ

で

き

る

わ

け

は

な

く、

長

期
間

孤
独
や、

感
動、

さ

ら
に

動

揺
不

安
の

中
で

、

体
は

日

々

衰
弱
し、

性
格
は

益
々

内
向
的
に

な

り

強
情
に

な
っ

て

い

き、

決
し

て

己

の

思
い

を

変
え

よ

う

と

は

し

な

か

っ

た
。

だ

が
、

そ

の

理

想
的
な

家
庭
は

終
に

築
き

⊥

げ

ら

れ

ず
に
、

正

に

死

の

瀬
戸

際、

す

で

に

話

を

す
る

こ

と

も

で

き

な

く

な
っ

て

い

る

な

か
、

指
で

虚
空
に

大

き

な

文

字
を

描
い

た
。

側
に

立

っ

て

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　　

い

る

者
す
べ

て

に

は
っ

き

り

読
み

取
れ

た
。

『

家
』

と

い

う

文
字
で

あ
っ

た
。

」

と

書

い

て

い

る
。

　
こ

う

し

て

生

涯
を

閉
じ

た亠
咼

暁
声
の

作
家
活
動
再
開
後
の

初
期
の

作
品
と

言
え

る

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　
ヒロ

　

主
要
登
場
人
物
は、

中
国

江
蘇
省
南
部
の

”

陳
家
村”

の

農
民

陳
奐
生

。

両

親
が

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
ロ
ヨ　

残
し

た

三

間
の

『

ポ

ロ

屋
』

に

住
む

。

一

九

六

四

年
三

四

歳
で

結
婚
相
手
に

恵
ま

れ、

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ロ
まぜ

そ

の

後
三

年
の

問
に

二

人
の

子

ど

も

が

で

き

る
。

大
き

な

丈

夫
な

体
を

持
ち、

働
き

者
で

あ

る

が、

性
格
は

直
情
径
行、

物
事
に

対
し

て

目

算
を

立

て

る

こ

と

さ

え

知
ら

　

　
　
　
　
　

　
　
（
4）
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

（
5〕

ず
突

っ

走
り

勝
ち
で

あ

る。

そ

れ

に

陳
奐
生

の

父
方
の

従
兄

で

小
学
校

教
師
陳
正

清。

陳
奐
生
の

相
談
役

。

　

陳
奐
生

は
、

一

九
六

四

年
所
帯
を

持
っ

て

以

来
十
年
ほ

ど、

常
に

自
家
用

米

が

不

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
じ

よ

う

ご

足

し
、

収
穫
後
自
分
の

家
の

分
と

し

て

配

給
さ

れ

る

米
は、
『

漏
斗
』

と

同

様、

上

か

ら

下
へ

と

通
り

抜
け

る

よ

う
に

無
く

な

り、

時
に

は、

米
を

闇

市
で

売
り

塩

を

買

っ

て

野
菜
を

米
代
わ

り

に

し

て

餓
え

を

満
た

す
こ

と

も

あ
っ

た
。

集
団
の

貯
蔵
食
糧

か

ら

或
い

は

他
人
か

ら

借
り

る

こ

と

が

で

き

る

間

は、

借
米
を

し

て

食
い

繋
い

で

い

た
。

入

は

彼
の

こ

と

を

「

『

漏
斗
戸
』

主
」

と

呼
ん

だ
。

　

彼
は

絶
え

ず
腹
を

空
か

せ

借
米
に

走
り

同

り

な

が

ら、

精
一

杯
知
恵
を

絞
り、

な

ぜ

自
分
に

飯
米
不

足

の

状
態
が

続
く

の

か

考
え

た
。

　

彼
の

飯
米
不

足

の

状
態
は、

も

と

も

と

「

食
糧
難
を

乗
り

越
え

て

い

な

い

か

ら、

［
『

漏
斗
戸
』

主」
に

つ

い

て

大

野

　
節

＊

　…
般
教
育

　
非
常

勤
講
師

　
中
国
語
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明
吊

入

学

研

究

紀
蛍
【

ロ

本
文
北

学

部
・

至
唄

文

化
学
科】

第
九
弓

、一
〇
〇
一
／

彼
の

要
求
へ

彼
の

腹
を

満
た

す
だ

け

配
給

す

る

こ

と
）

を

満
た

す
二

と

は

ど

う

し

て

　

　

　
　

つ

リゴ

も

で

き

な
い

」

時

代
で

あ
っ

た

ト
、

妻
の
士

犬
宀

都

が

ら

本
文
移
一
ヲ

ベ

き

妻
の

配
給
分
を

移
す

千
続
き

を

し

て

い

な

い

こ

と

か

ら

始
ま

り
、

生

ま

れ

た

r
ど

も
の

配

給
分
が、

正

月

に

生

ま

れ

た
の

で、

そ

の

年
の

分

は、

規
定

で

配

給
さ

れ

な
か

っ

た
乙

と

が

ら

さ

ら

に

強
ま
っ

た
の

だ。

　

七
一

年
は

豊
作
で

『

三

定
』

政
策
に

基
づ

く

分
配

が

な

さ

れ

る

は

ず
で

あ
っ

た
。

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
ゆ
ぢゴ

陳
奐
生

も
「

食

糧
不

足

所
帯
一

か

ら

解
放
さ

れ

る

は

ず
だ
っ

た
。

と

こ

ろ

が、

二

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
う
リヂ

斤
で

も

余

れ

ば

売
ら

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
」

と

い

う
こ

と

で

公
式
通
り

に

処
理

さ

れ、

期
待

し

た

飯
米

は

千
に

人

ら

な
か

っ

た
。

「

食
糧
分

配
を

増
や

せ

ぼ、

闇
市
が

は

び

　

P）
こ

る
。

」

と

い

う
埋

屈
だ

。

た
。

「

公

社
が

派
造
し

た

幹
部
は、

生

産
量
干
斤

を

達
成

す
る

た

め

に、

籾
を

干

さ

ず
に

分
配

し

た
」

こ

と

も

あ

る
。

二

期
作
の

出
米
率

は、

梗
稲
の

灯

％
か

ら

ト

％

低
い

に

も

拘
わ

ら

ず
同

じ

よ

う

に

分

配
さ

れ ．

解
−

な

ぜ

大

勢
の

八

間
た

ち

に

影
響
を

及

ぼ

す

問
題

で

あ

る

の

に
、

解
決
の

努
力

が

成
さ

れ

な

い

郷．
L

・

れ

が

陳
奐
生

嶷
問

だ
・

た
・

従

兄
の

陳
旺

遣
こ

嶷
問
を

ぶ

つ

け

る
−厂〕、

彼
は
、
−

「

革
命
』

は

白
分

た

ち
の

腹
を

改
造
す

る

段
階

を

向

か

え

て

い

る
。

一、

ど

う
し

よ・（
・

も

な
い

と

諭
す

。

そ

れ

て

も

耐
爵

き

れ

な

く

な
っ

た

陳
奐
生

ば、

彼
に、

」

級
に

手
紙
を

書
い

て

実
情
を

訴

え

て

く

れ

と

頼
む

が、
−

一

部
の

人
間

た

ち

に

社

会
主

義
を

攻
撃
す

ろ

の

か

ー・

責
め

ら

れ

る

こ

と

に

な

ろ
一

と

呂

し

む

彼
を

見

て、

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
．ド
刈一

や
ワ

ぱ

り

様
了

を

見

る

べ

え
「

と・
5
う。

　
一

九
七

八

年
夏
の

分
配

が

終
わ

り
、
「．

や

っ

ぽ

り

様
チ

を

見
ろ

べ

え
」

と

希
望
を

捨
て

で

い

た

陳
奐

生

で

あ

っ

た

が、

秋
収
穫
の
、
一

期
作
の

水

稲
も

大
曲

豆

作
で

あ

る

こ

と

が

わ

が

り
、

『 ．｝．
定
」

政
策
に

基
づ

く

分

配

が

実

竹
さ

れ

た
。

こ

う

し

て

陳
奐
生

は、

十
年

以

上

被
り

続

け

た

「

「

漏
斗
ー−

』

主
一

の

帽
乎

を

よ

う

や

く

脱

ぐ
こ

と

が

　

　

　
　

　

　

17ゴ」

で

き

た

の

て

あ

る．．

58

注
厂
ー 

　・一
の

作
卩
 

に

ほ、

小
説
の

背
景
L

あ

る

場
所

戸
匙

域》
即」
牡
定
し

匸

い

な
、‘

罫．

峡

争
∵
「

〆
り

ー

　

　
ス

第
四

作
一
包

左墮
「

初

出
の 、
塀

題
ほ、
−

陳
奐
i
包
畦一
で

あ

ろ、
し

本

し、

陳
喚
生
シ

ら

ご
へ

」

　

作一
 

を

　
つ

に

ま

と

め

た

．
陳
奐
牛

L
城

出

国
記
LL

海
文
持

吃

版
瓦
…
九

九
一
年

−
二

月

第
一
版

　

　
て

ほ、
　

包

諱］
　
と

題・
’

れ

で

い

監、
。

以
孫｛、
　
ノ

り

ー，
ス

作
晶
の

 
哩

名

と

引

準
乂、

爿…
出
h

痾

所
ほ」
づ

　

　
べ

一、
匚、
記
の

記

頓
に

塞
つ

く

場
奔、

嵩
名
は

記屮、
｝

当

該
貞
と

行

数
の

み

剛

記、）
  、
「

一
九
八

〇

　

矩

皿

然

受
自
然

夫
飾

的
影
噺

減
了

音、

但

是
み…
附

衣

村
的

气
筑
却
新
鮮

哨

活
鼠、
　ρ
ヒ
一
貞

第
一

　

判）
　、
．

た

第，
五

伯

　
戦

街」
に

は、
−・、
．
獸

豕
村

⊥

的
人、

自

然
就

把

陳

魚

彗

放
†
 

先
帛
广巳

　

里

呉、
1。．」
〔
八、一
肩

第

7
臼 
と

あ

る

へ
2一

　

陳
奐
生
の

住
居
の

軽

緋
は、

二

の

小

説
て

ほ、
「
：

：

、

他

父

母
生

下
四
…
刀

四

女、

女

灼

嫁

説、

　

　

不
男
的
都

和
女
的

拝

嫁

ゴ、

喰

留
他
一
全・
弁

乞、

晩

他
尽

了
一
巧

虫
任
以

插．

父

母

却

只

遺

留

　

哈

他
一
圃
扱

小

的
破
犀、
・
…・

　〔一一、
頁
第
−

　
行

〜）
と

あ

り、
、

践
術一
に

ほ、
「
逮

　
同
屋

蛋

　

峨、

庭
生

原

尢
凵
ハ

分
到
．

同．

戴

余

祷

珂、

迂
是
他
南
丁

接・
す

以

矯、

山

張
埠
大

的

け

栄、

巴

就

是

　

史

生

的
人

処

姙

ホ
向、

向
几

位
」

姓

迂

個

れ
外．
幽

尾

弟
商
耀、

オ
耙
分
読

地

們
名
下

均

曲

同

　
起
比

　

袷
血へ
煙

的り」
〔
九

へ

貞

第
　

し厂
灯）

と

あ

ろ。

、、
o）

　

陳
奐
d
の

年
齢呷
♂』
，

い

で

は、
　
乙

の

忤

品

の

巾

に

冂
ハ

休
的
に

ば
⊥
U

が

れ

て

は

い

な
い。
し

か

し、

　

他
の

シ

リ

ー

ズ

作
目…
か

ら、
　
二

の

粕凵冒
膿

の

叶

期
ほ、
　一
几

七

凹

年μ
剛

後
鵡

ら
一
九

L
へ

年．
⊥肇
で、

彼

　

の

奪
齢
は、

四

四

歳
前
後
か

ら

四

七

歳

ま

で

て

め

る

こ

と

が

わ

か

る。

　

　

的
一
九

七

八

q
秋
作
収

護
後
『一一
定「
攻
策

が

実

石

さ

れ

た

　

　
．

一
九

し

六

臼

冬

季
分

配
冠
ム
r、
　一
九
七

ヒ

年
又

逗

去
ア、
一
九

し

八

向

塁

季

分

配

随

庖

去、

　

双

季
柘
的

舶
季
稿
又

分
配

r、
一
切

如

旧、

政

策
不
功。
一
［
一
〇

貞

第
一
行
〜」
「
秋
恒
辻
ナ、
了、

　

分
明
u

是
嚇κ
屍
凱踊
入
‡

收

以

后

的
X
　

个

人
卜

∴
収、

…−
ρ
　

　

真

第
ハ
分

伺ノ
「
　・
广

厚

聡

パ
曲円
亭ワ
晩、

　

隊
庫

納
从
学

校

μ

家、

X
苗

即

瓦

声

逼
奐

a
悦
一
「

呑

伽
樫

小

枦

信

肥、

今

牛

吐

票

慰
　
九

七

　

年

　

的
一
オ

カ

法

分
配
1，コ
＝

同

第
、

二．
臼

〜〕
．

揺
侍
蝉

愈
来

愈

多、

終

卜

很
快
就
可

実
了、
賦

匡

爬

　

込
一
鍛

…

榔

会

戉
公
布
的

分

配
力
法、

眄

隊，
「、
旧

説

的
一
模一
祥。
一
〔
同
策
二一

廿

∴

　
諭

阻
喚

　

dT

乞ト「
匡−、

　…
仕歳．
健

配
到一
　−
ハ

∩）
五

π
根
介国、
　
μ」−
宏

勹
詢一
　
一
吉・
儿，
冂

多
7

ー一
　一
四−
ハ

斤、
　・
二

、
．

　

　一、
頁

第

九

看
〜）

　

　

サ
影

；

の

4、
彼
は

川

ヒ

歳
で

デ．
訊〃
野

列、
　》

ー

ー

ス

第．

伯
一
卜

轍

　
で

は

四

へ

淑
で

あ
ワ

た。

　
…
職
術冖
に．
　
地
当
「
馬
ル

尸
』

亠
、

∵
同

当

動
四
−
黠
孝、

…」
广
へ
一
貞

第
九

行
〜

と、
隙

奐
4

　

郡
次
i
恢
素
油
鑓、

：

中
略

：

那
皿
鯉

他
巳

鉱

四

十
八

ウ、
：

ド

β
八
「
艮

第
，

行
ー）
r「｝
あ

ろ。

　

譜
∫

た、
、響

の

こ

と
か

ら

為、

次
の

ニ

ヒ

か

ら

も

年
齢

は

数
え

年
で

あ

る

と

拑

察
で

き
る。
コ

他

儿

｝

　

κ

毛
−・

四

歩、

剛
直

例

中

…・
…
．
つ

へ

八

只

第

四

列）

　

　

豊
結
婚

矧
手
を

捜

し

当
←、
た

の

は、
一、
川

臓
ダ．〜
、

た．

晦
他

尽

了一
呀

責
任
后、

…

巾
略
…

施
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倒
三

十
四

歩
オ
算
找
到
了

達

个
対
象。
」

〔
＝．
貝

第
．．

二

行）

　

　

 
こ

の

作
品
の

時
代

は、
「

当

吋

陳
奐
生
圧
ロハ
是
个

『

新
生
』

的
缺

粮
戸、

侠
仮

是

因
力
老

婆
辻

　

肖
財
家
『

盲
己

』

把

地
的
口

粮
帯
近
来
造
成

的。」
（

三

頁
第
三

行

〜）
「

近
十
年

来、

他
年
年
芳
粮、

　
　

…

…
」

（
一
貝

第．一、
行
〜）
と

彼
の

結
婚
か

ら

ト
年
ほ

ど

経
過

し

て

い

る。

　

　

 
以

⊥
か

ら、

陳
奐
生
の

結
婚
し

た

年

は、
　一
九
六
四

年

で

三

四

歳、
こ

の

小

説

の

時
代
背
景
は、

　

　
そ

れ

か

ら

十

年
ほ

ど

後
だ

か

ら、
　一
九

七

四

年
前
後
か

ら、
　皿
九

七

八

年
末
と

わ

か

る。

（
4）
　
「

年
経
的

吋
候、

蘇
奐
生
有
个

舞

号

『

青
色
』 ．

逮
是
贊
美

他
骨
骼亠
咼

大、

身
胚
錯

実．
，
但
也

有
椀

　

惜
他
直

柴
苴

膾、

只
会
莞
劫、

没

有

打
算
的
含
又

在
里

面。」

二

頁
第

＝
ハ

行）

（
5）
　「
逮

＝
尸

長
吸、

偏
偏
被
他
的

堂

兄、
小

学
教
師
陳
正

清

听
皿
了。
」

（
四

頁

第、
＝

一
行）

（
6
）

〔
二

頁

第一
三

行
〜）

（
7）
　
『

二

定
』

政
策
の、
『

三

定
』

と

は、
「

生
産
量、

買
い

入

れ

量、

販

売
量
岸

二

定
に

す

る

こ

と」

　

　
で、

も

と

も

と
一
九
五

四

年

に

七

十
億
斤
多
く

買
い

入

れ

て

し

ま
い、

翌

年
一
九
五

五

年、
『

二

定
』

　

　
政
策
を

行
い、
．
一
百

億

斤

余
り

の

食
糧
を

農
民
の

手
に

渡
し

た

と
い

う
と

き

の

政
策
〔
※
）

で

あ
る。

　

　
し

か

し、

石
田

浩
著
「

中
国
農
村
経
済
の

基

礎

構

造
」

（

晃
洋
書
房
）

に

よ

る

と、
「

一
九

五

五

年
秋

　

　
よ

り

国

家

の

食
糧

強
制

買
い

つ

け
ノ

ル

マ

は、
『一一一
定
」

と

し

て

生

産

量、

留

糧
〔
冂

糧
・
種
予
・

　

　
飼
料）、

統
購
量
の

三

つ

を

定
め

る

と
い

う
方

法

で

決
め
ら

れ、

…

中
略
…

交
售

糧
〔

供
出
量〕
は、

　

　（
栽
培
面

積
x
一
畝
当

た

り

の

予
測
牛

産
量）
　．
口

糧
（
人

口

×

四

八

〇

斤）
1

種
子

（
栽
培
面
積

　

　
×

約
三

十

斤
）

で

算

出
さ

れ、

予

測

生

産
量
を

ど

の

よ

う

に

見

積
も

る

か

に

よ
っ

て

そ

の

ノ

ル

マ
が

　

　
決
定
さ

れ

た。
L

と

い

う。

農
民

に

と
っ

て

歓
迎
す
べ

き

も

の

か

ど

う
か、

飯
米
の

分
配

が

多
く

な

　

　
る
よ

う

な

政

策
か

ど

う
か

に

つ

い

て

言
え

ぱ、

前
者
よ

り

後
者

は

不
確
定
要

素
が

強
い。

し
か

し、

　

　
こ

こ

で

は

現

に

農
民

に

歓
迎

さ

れ

る

政
策
と

な

ッ
て

い

る。

※

人
民

出
版

社
出
版
新

華
習

店
発
行

　

　
「

毛

沢

東
選
集

第
五

巻
」

一
九

七
七

年
四

月

第
一
版

「

論
十
大

関
係

　
四

国
家、

生
産

単
位
和
生

産

　

　
者

個
人

的

関
係
』

（
二

七

三．
頁
第
一
六

行
〜）

（
8）
　（
四

頁

第
三

行）

　　　　
］5 ／4）　　）

　　　　　　　　　rtt 　　
1ヨ 1211109）　　）　　）　　）　　）

〔
同
第
四

行
〜）

〔
七、
貝

第
一
〇
行

〜）

（
四

貝

第
一
四

行

〜）

（
一
〇
頁

第
八

行
〜）

（
三

頁
第
三

行

〜）

〔
九
貞
二

青

行
〜）

（
．

三．
貝

第

九

行
〜）

「．
『

漏
斗．
尸
』

主」
に

つ

い

て

天
野
　
節

三

　
作
品
の

特
徴

　
（
イ

）

時
代
を

映
す
鏡

　

こ

の

作
品

が

描
か

れ

た

農
村、

農
民

の

情
況
は

い

っ

た
い

ど

う
で

あ
っ

た

の

で

あ

ろ

う

か
。

一

九
七

四

年
前
後
か

ら
一

九

七

八

年
末
ま

で

の

中

国

江

蘇
省
南

部
の

『

陳

家
村
』

。

『

陳
家
村
』

は
、

作
者
が

生
ま

れ

育
ち、

そ

の

後
右

派
の

レ

ッ

テ

ル

を

張
ら

れ

て

二

十
一

年
あ

ま

り

過

ご

し

た

常
州
市
武
進
県

鄭
陸
郷
董

墅

村
を
モ

デ

ル

に

名
づ

け

ら

れ

た

架
空
の

村
で

あ

る
。

こ

こ

は、

こ

の

間

ど

の

よ

う
な

情
況
で

あ
っ

た
の

か、

正

確
な

資
料
は

な

い
。

し

か

し、

石

田

浩
著
「

中
国
農
村
経
済
の

基
礎
構
造
］
（
晃

洋
書
房
）

に

は
、

上

海
市
郊
外
の

奉
賢
県

に

つ

い

て

の

詳
細
な

調
査

資
料
が

報
告
さ

れ

て

い

る
。

ま

た、

費

孝
通
著、

大
里

浩
秋
・

並
木
頼
寿
訳

「

江

南
農
村
の

工

業

化
」

（

研

文
出
版
社）

所
載
の

「

江

村
五

〇
年
」

と

い

う

文

章
の

中
に、

江
蘇
省
呉

江

県
の

開
弦
弓
村
（

江
村）

の
一

九
三

六

年
以

降
お

よ

そ
五

十
年
に

わ

た

る

情
況

が

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

上

記
二

つ

の

資
料
は、

と

も

に

鄭
陸
郷

董
墅
村
の

そ

れ

で

は

な

い

が
、

こ

こ

か

ら

奉
賢
県、

呉

江
県

ま

で

は
、

直
線
距
離
に

し

て
、

そ

れ

ぞ

れ

お

よ

そ
一

七

〇

キ

ロ

、

九

〇
キ

ロ

の

長
江

河

口

の

デ
ル

タ

地
帯
で

あ

り、

こ

れ

ら
か

ら

当

時
の

情
況
を

類
推
す
る

こ

と

は、

可

能
な
の

で

は

な

い

か

と

考
え

る
。

　
「

江

村
五

〇

年
」

に

よ

れ

ば、
「

…

…

今
世
紀
の

三

〇
年
代
に

私

が

初
め

て

訪
ね

た

と

き

に

は、

…

中
略
…

当

時
の

農
村
は

全

国
的
に

そ

う

で

あ
っ

た

が、

江

村
の

大

多

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ハ
ユソ

数
の

農
民
も

ま

さ

に

飢
餓
線
上

で

あ

え

い

で
」

い

た
。

「

江

村
の

農
民

が

経
済
面
で

一

人

立

ち

で

き
る

よ

う
に

な
ワ

た
の

は
、

全
国
の

農
民

同
様、

解
放
後
の

土

地

改

革

か

ら

で

あ
っ

た。
　一

九

五
一

年
の

元
旦

前
後
に

進

め

ら

れ

た

土

地

改
革
で、

江

村
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ
ユね

九

四

％

の

農
家
が

土

地

を

手
に

入

れ

た。
」

　

以
後
農
業
集
団
化
が

開
始
さ

れ

る
。

江

村
の

方
は、

「

家
庭

を

経
営
単
位
と

す
る59
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明
尾

大

学
研
究
紀
要

【
目

本
文

化
学
部
・
胃

語

文

化
学
科
嗣

第
九

号
　
二

つ
○
．
年

小

農
経
済
は

劇
約
L

「

…

中
略
…

ー
王

地

が

分
散
化
し

た。

…

中

略
…

自
然
災

害

に

対
す
叩
勺

抵
抗
力
が

弱
士

甑、
た

。

…

中

略
…

各

農
家
問
で

労
働
力
と

農
共
の

不

均
衡

が

生

じ

た
。

−

ー
ー

が

あ
っ

た

の

で、
「

協
同

経
営
に

変
え

る

こ

と

は

必

然
の

な

リ

　

　
　

　へ
みヒ

ゆ

き

だ
っ

た
。

」

そ

う

で

あ

る

が、

奉
賢
県
の

あ

る

村
で

は、
「．
農
業
集
団
化
に

対
す

る

必

然
性
和、
そ

の

某
礎
は

比

較
的

弱
く、

互

助
組
や

初
級
合
作
社
レ

ベ

ル

の

農
業
集

団
化
に

お

い

て

さ

え
、

ヒ

か

ら

半
強
制
的

に

実
施
し

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た
一

そ

う
で
、

地

域
に

よ
っ

て

過
程
は

若
卜

異
な

る

が
、

農
業
集
団
化
は

大

体
自
然
村
を

基

礎
に

し

て
、

互

助

組、

初
級
合
作
社、

高
級

合
作
社
〔
初
級

よ

り

規
模
は

大

き
い

が
、

地

主、

半
地

主、

富
農
は

参
加
し

て

い

な
い
）

、

人
民
公

社
へ

と

規
模
と

内
容

を

変

え、

奉

賢
県

で

は
一

番
初
め

の

は
一

九

五

九
年
九

月
｛

七

日

に、

江

村
で

は
｝

九
五

　

　ド
ぢヒ

六

年
秋

に、

成
立

し

た
。

　

し

か

し、

こ

う
し

た

集
団

化
は、

「

あ

ま

り

に

急
ぎ
す
ぎ

て

社

会
発
展

の

客

観
的

な

規
律
に

背．

き

「

結
果
と

し

て、

六

〇

年
代

初
頭
の

困

難
な

時
期
が

も

た

ら

さ

　
コ

の

れ

た
。

」

そ

の

後、
　
一

九

六
二

年
人

民
公

社
は、

調
整
・

整
頓
を

行
い
、

公

社
・

生

産
大

隊
．

生

産
隊
の，
二

段
階
所
有
制
を

し

き
、

…

中

略
…

農
村
の

経
済
秩
序
は

も

と

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

ハ
ヨけ

の

安
定

し

た

状
態
を

回

復
し

た
。

　

だ

が
、
「
一

九
六

六

年
に

始
ま
っ

た

『

文
化
大

革
命
』

は、

…

中
略

…

動
乱
の

初

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
ロ
ゆ　

期、

農
村
に

も

そ

の

影
響
が

及

ん

で、

損
害
を

受
け
 

て

か

ら

の

農
民
の

生

活
は、

．
：

…
八

年
間
の

食
糧
生

産
高
は

す
で

に

限
界
に

達
し

て

お

り、

し

か

も

生

産
コ

ス

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
ハ
リげ

ト

。

労
働
力
・

労
働

日

数
と

も

増
加
傾
向
に

あ

る

…・
−。

」

と

指
摘
さ

れ

る

よ

う

に、

非

常
に

厳
し

い

も

の

に

な

っ

て

い

っ

た。

　
こ

う
し

た

情
況
が
、

こ

の

小
説
の

前
提
条
件
と

な

る

背
景
に

あ
っ

た

と．．
雨

え

る

の

で

は

な

い

か

と

考
え

る、、

作
者
自
身
「

談
談
文
学
創
作
一

の

中
で

こ

う

明
か

す
。

　

　
　「
私

は

『

（
漏
斗
百
し

よ
』

と

い

う
一
嬉

禰

の

小

説
を
墅
日

い

た
。

・
：

中
略
：・
私
た

　

　
ち

の

周

り

に

こ

ん

な

人
間
が

罵

た

の

だ、

私
た

ち

の

所
で

は

誰
も

が

知
っ

て

い

i60

　

　

る、

私
が

書
い

た

の

は

そ

う

い

う
彼
な

の

だ
。

彼
は

私
と

同

じ

生

淳
隊

で、

　

　
『（
漏
斗．
尸）

窒
』

の

形
象

で

あ

り、

事・
象
は

ほ

と

ん

ど

彼
の

身

に

起

き

た

事
で、

　

　

少

し

も

手

を

加
え

て

い

な

い

し、

他
の

人

の

身
の

⊥

を

題

材
に

取

り

入

れ

て

も

　

　

い

な
い

。

ま

さ

に

彼
で

あ

り、

彼

の

妻
で

あ

り、

彼
の

子

ど

も

た

ち

な
の

で

あ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
ウ
けり

　

　

り、

彼
の
一

家
の

真
実
の

記
録
で

あ

る

と．
冨

え

る

の

だ
。

　

作
者
は

「

創
作
方
法
と

し

て

リ

ア

リ

ズ

ム

を

基

木
に

す
え

て

お

り、

社
会
構
造

と

そ

の

中
に

生

き

て

い

る

入

聞
の

意
識
内
容
を

…

中
略
…

本
貿
的
に

反

映
し

て

い
」

た

の

で

あ

る
。

こ

の

作
品
は

や

は

り
｝

九
七

〇
年

代

の

中
国

江

南
農
村
の

一

農
民
を

描

く
こ

と

を

通
し、

時
代
を

映

す
鏡
の

役
割
を

も

担
っ

て

い

る

の

で

あ

る。

　
（

ロ

）

作
者
の

批
判
精
神

　

作
者
は、

小

説
の

創
作
態
度
に

つ

い

て

こ

う

語
っ

て

い

る
。

　

　

　
「

さ

ら

に

注

意
し

な

け
れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

は

生

活
の

真
実
を

芸

術
の

真

実

　

　

に

変
え

る

時、

絶
澱
に

生

活
の

中
の

矛
盾
を

覆
い

隠
し

て

は

な

ら

な
い
、

ま

た

　

　

生

活
の

中

の

矛
盾
の

性
質

を

変
え

て

し

ま

っ

て

は

い

け

な

い

と

い

う

こ

と

　

　

　
ゆゴ

　

　

で

す
。

」

　

作
者
は、

陳
奐
生

と

い

う
形

象
を

創

造
し

た

時
に

も、

こ

の

生

活
の

中
の

矛

盾
を

矛
盾
と

し

て
榊

佃

こ

う
と

し

た

は

ず

で、

そ

の

創

作
態
度
が

こ

の

作
晶

に

反
映
さ

れ

て

い

る

と

思

う。

陳
奐

生

は
、

身
体

は

頑
丈
で、

人

＝
犠

労

働

意

欲
も

あ

り、

恐
ら

く

階
級
戒
分

で

言

え

ぱ

「

貧
農
』

で

あ
ろ

う
。

本
来
真
っ

先

に

救

わ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
、

そ

ん

な

彼
が、

解
放
後、

な

ぜ

充

分
に

食
べ

て

行
け

な
か

ッ

た

の

か
。

そ

れ

も
、

　
こ

の

小

説

で

述
べ

ら

れ

て

い

る

期
賜

だ

け
で

十

四

年
間

も

あ

る
。

こ

れ

は、

事

実
で

あ
る
。

こ

の

事
実
を

描
く

と
い

う
こ

と

は、

そ

の

ま

ま

読
者

に

と
。

て

は、

作

者
の

最
大
の

批
判
精
神
の

現

れ

で

あ

る
。

　

ま

た、

陳」
輿

生
の

相…
談
相
“・
の嚇
陳
正
宦

痢

の

嘗、

　

　

　
「

社
会
主

義
に

は、

あ

ん

た

が
亦．

冂

う

よ

う

な

事
実
は

全

く

あ

り

得
な

い

か

N 工工
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れソ

　

　

ら

だ。
」

「

だ

が、

あ

ん

た

は

わ

か

っ

て

い

な
い

。

事
実
と

い

う

の

は
、

必

要

性

　

　

に

奉
仕

す

る

も

の

な

の

だ。

あ

ら

ゆ

る

事
実
は、

す
べ

て

社
会
主

義
は

天

国

で

　

　

あ

る

こ

と

を

証

明
で

き

な

く

て

は
い

け

な

い

の

だ
。

だ
か

ら

あ

ん

た

の

言
っ

て

　

　

い

る

の

は

皆
事
実
で

は

な
い

の

だ
。

も

し

俺
が

あ

ん

た
の

為
に、

こ

ん

な

手

紙

　

　

を

書
い

た

ら、

毒
草
に

な
っ

て

し

ま
い
、

飯
の

種
を

ぶ

ち

壊
さ

れ

る

ば

か

り

で

　

　

な

く、

地

面

に

転
が

さ

れ
、

足
で

踏
ん
づ

け

ら

れ

永
遠
に

足
腰
が

立

た

な

く

な

　

　

　

　

　

　

　

　
お　

　

　
っ

て

し

ま

う
の

だ
。

」

「

現
在
の

『

革
命
』

は

純
粋
に

精
神
的
な

も

の

で、

非
物

　

　

質
的
で

あ

り、

腹
と

絶
対
矛
盾
し、

肺
と

絶
対
統
一

す

る

も

の

な

の

だ

か

ら、

　

　

ど

う

し

て

も

腹
を

肺
に

改
造
し、

双

方
か

ら

同
時
に

新
鮮
な

空

気
を

呼
吸
し

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　ロ

　

　

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

だ
。

」

こ

れ

ら

も

作
者
の

風
刺
の

眼、

社
会
批
判
と

私
に

　

　

は

取

れ

る
。

　
（

ハ

）

農
民

の

描
き

方

　

高
暁
声
の

描
く

農
民

像
に

つ

い

て

は、

他
の

陳
奐
生
シ

リ
ー

ズ

作
品
に

登

場
す

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
ロロ

陳
奐
生

と

い

う

形
象
に

つ

い

て、

相
浦
果
先
生
も、
「

農
民

ら

し

い

」

と

指
摘
し

て

お

ら

れ

る

が、
「

『

漏
斗
戸
』

主
」

の

陳
奐
生

と

そ

の

周

囲
の

農
民

の

描
写
に

つ

い

て

は
、

私
は、

初
め

て

こ

の

小
説
を

読
ん

だ

時、

非
常
に

印
象
深
く

感
じ

た
こ

と
の

一

つ

で

あ

る
。

そ

れ

は
、

（

陳
奐
生

た

ち

は
、

ま

さ

に

日

本
の

わ

れ

わ

れ

の

す

ぐ

近
く

に

い

る

農
民

た

ち

と

ま
っ

た

く

変
わ

ら

な

い

で

は

な
い

か
）

と

い

う
こ

と

で

あ
っ

た
。

そ

れ

ほ

ど

ご

く

自
然
に
、

し

か

も

非
常
に

身
近
な

存
在
と

し

て、

暖
か

く

優
し

く

農

民
を

描
い

て

い

る
。

そ

の
一

つ

は、

自
分
の

利
害
を

時
に

無
視
し

て

で

も、

周

囲

の

人
間
に

気
配
り

を

す

る

人
の

良
さ

を

描
き

出
し

て

い

る

こ

と

で

あ

る
。

陳
奐
生
飯
米

不

足

に

な

る

そ

も

そ

も

の

初
め

は、

妻
の

実
家
か

ら

妻
の

配

給
分
を

貰
わ

な

か

っ

た

と
こ

ろ

か

ら

で

あ

っ

た。
「

奐
生、

お

前
飯
米

を

貰
い

に

行
く

の

は

当
た

り

前
じ

ゃ

あ

ね

え

か
。

遠
慮
す
こ

と

じ
ゃ

ね

え
」

と

周
り
の

も
の

に

忠

告
さ

れ

る

が
、

彼
は

ひ

ど

く

感
情
的
に

な
っ

て、
「

先
様
じ
ゃ

娘
を

く

れ

る

の

ま

で

承

知
し

て

く

れ

た

ん

だ
。

「

『

漏

斗

戸
』

主一
に

つ

い

て

天

野

　
節

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ロ
め　

飯
米
の

こ

と

な

ん

ぞ、

ど

う
し

て

言
い

出
せ

る

も

ん

か

ね
。

」

と

答
え、

そ

の

人

の

良
さ

振
り

が

描
か

れ

て

い

る。

ま

た、

自
分
た

ち

の

情
涜

を

訴
え

る

手
紙
を

従
兄
の

陳
正

清
に

書
い

て

も

ら

い

た

く

て

訪
ね

た

の

だ

が
、

「

陳
奐
生

は、

正

清
が

こ

ん

な

ふ

う
に

苦
し

ん

で

い

る

の

を

見

て
、

い

つ

も

と

変
わ

ら

ぬ

顔
に

自
身
あ

り

げ

な

微
笑

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ロ
バロ

を

浮
か

べ

て

言
っ

た
。

『

や

っ

ぱ

り

様
子

を

見

る

べ

え
。

』

」

こ

の

描
写

も、

他
人
へ

の

心

使
い

が

優
先
さ

れ

て

い

る
。

　

二

つ

目
は

、

自
分
の

要
求
を

単
刀

直
入

に

相
手

に

な

か

な

か

切

り

出
せ

な

い

弱
さ、

そ

し

て

優
し

さ

で

も

あ

る

面
を

描
写

し

て

い

る

こ

と

で

あ

る
。

「

夕
方

に

な

る

と

時
々

彼
は、

懇
意
に

し

て

い

る

家
に

ぶ

ら
っ

と

立

ち

寄
り、

両

手

を

ズ

ボ

ン

の

ポ

ケ

ッ

ト

に

入

れ
、

頭
を

垂

れ

て

じ
っ

と

坐

り

込

み、

一

言
も

し

ゃ

べ

ら

ず
夜
遅
く

ま

で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
の　

坐
り

続
け

て、

そ

こ

の

主

の

気
持
ち
ま

で

滅
入

ら

せ

…

…
」

て

し

ま

う
。

「

米
を

貸

し

て

欲
し

い
」

と

＝、三口
言
え

ば

済
む

の

に
。

　

三

つ

目
は

、

一

部
の

周
囲

の

農
民

の

陳
奐
生
に

対
す

る

否
定
的

な

見
方
を

述
べ

る

部
分
で

は、

人
の

持
つ

意
地

の

悪
さ

も

然
り

気
無
く
ご

く

自
然
に

描
い

て

い

る

こ

と

で

あ

る
。

「

…

…

た

と

え

腹
が

減
り

頭
が

く

ら

く

ら

し

て

目

が

か

す
も

う
と

も、

社

員

と

と

も

に

野

良
仕
事
を

し
、

手
を

抜
く

こ

と

も

不
平
を

言

う
こ

と

も

な

か

っ

た
。

…

中
略
…

だ

が、

薄
情
な

者
は

言
っ

た
。

『

奴
は

仕
事
を

し

ね

え

じ

ゃ

い

ら

れ

ね

え

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ
れ　

ん

だ
。

や

ら

な

き

ゃ
、

も
っ

と

食
え

な

く

な

っ

ち

ま

う

ん

だ

か

ら
。

』

」

ま

た、
「

陳

奐
生

は
、

元
来
ま

め

で、

し

か

も

喜
ん

で

人
の

手

助
け

を

す

る。

人

に

少

し

で

も

頼

ま

れ

れ

ば、

ほ

と

ん

ど

断
る
こ

と

は

な

か

っ

た
。

ず
っ

と

そ

う

だ
っ

た
。

だ

か

ら、

こ

の

点
を

否
定

す

る

も

の

は

い

な
い

。

…

中
略
…

け

れ

ど、

…

薄
情
な

者
は、
『

タ

バ

コ

一

本
く

れ

り
ゃ
、

奴
は

半
日

付
い

て

回

る

よ
。

』

と

ま

で

言
い
、

果
て

は、

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ち

週

間
た
っ

た
一

度
の

米
の

飯
を

食
っ

た

だ

け

で、
『

あ

れ

ば、

お
っ

死

ん

じ

ま

う

ほ

ど

食
う

ん

だ
。

』

と

か

『

餓
死

し

た

幽

霊
み

た

い

な

も

ん

で、

食
っ

て

る

時
の

顔
な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ハ
ロソ

ん

ざ

見
や

さ

れ

ね

え

ぜ

よ
。

』

と

陰
で

あ

て

つ

け

た
。

」
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明
墨

人

学

研

究

紀．
輩

【

口

木
之
化
学

部
・
、．．、，

冶
文

化
学
科
M

第

九
π・
　…、
○
餌

　
L．

　

四

つ

目

は、

話

だ

け

で

は

な

か

な

か

物
事
を

信
用
せ

ず
、

眼
前
の

事
実
に

注
目

す

る
曲

ヒ

民

ら

し

い

し

ぶ

と

さ

を

描
い

て

い

る

乙

と

で

あ

る
。
「

十
年
来
混
乱
に

混

乱

を

重
ね
、

め

ま

ぐ

る

し

く

変
化
し

た

政
策
は、

彼
の

く

に

く

f．
ヒ

リ

と、

し
か

も、

メ

チ

瀞、
ク

チ

ャ

な

も

の

と

し

て

焼

き

つ

い

て

い

て、

迷

信
の

よ

う
に

『

七
一

年
」

と

い

う
三

文
字
が

不

吉
な

も

の

に

思

わ

れ

た
。

あ

の

悪

夢
が

再
び

煙

の

よ

う

に

立

ち

込

め．

る

の

を

ぴ

ど

く

恐

れ
、

心

に

潜
む

渇

望
を

無
理

や

り

抑
え

自
ら

を

戒
め

た．
二一

や
っ

　

　

　

　

　

　

　

　

　ド
ハし

ぱ

り

様
子

を

見
る

べ

え。
L

　・・
」

い
・
り

よ
・
り

に
。

　

五

つ

凵

は、

こ

う

し

た

入

物
像
の

活

写

を

支．
え

る

農
村
事
情
を

そ
の

内
側

か

ら

具

体
的
に

捉
え

描
い

て

い

る

こ

と

で

あ

る
。

天

火
に

乾
燥
さ

せ

た

籾
と
、

そ

う

で

な
い

籾

と

で

は

脂
一

％
も

量
の

差

が

で

る

と

か、
「
養
豚
の

目

的
は、
（
農
民
の

方
で

は
）

奨

励
米

を

手

に

入

れ

て

飯
米

を

補
う
こ

と

に

あ
っ

た．一

と

か
、
一
「

余
剰
米
が

出
れ

ば

売

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
」

と
い

う
の

は、
曲

辰

民
の

食
糧

に

対

す
る

必

要
性
を、

収

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
へ
26）

伸
穫

車

の

増一
滅
と
鉦…
関
係

だ

と

考
え

て

い

る

こ

と

た
L

と

か
、

　一
一

期脚
作，
稲

の
由

出

米．
本．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　バ
ぬソ

は

粳
稲
の

万、
％

か

ら

十
％
だ
」

等

で

あ

る
。

　

こ

れ

ら

は、

農
民

と

と

も

に

生

活
し

た

か

ら

こ

そ

作
者
の

身

中
に

薫
き

込

め

り

れ

た

見

方
で

は

な

か

ろ

う
か

。

そ

う

し

た

作
者
の

作
者
ら

し

さ

が

発

揮
さ

れ

て

い

る

面

で

あ．
る

と

愚
う
。

注
「
ー」

　

費

孝
坦

著、

大

L
浩
秋
・
並・
双 ．
剛

寿

訳
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甫

澗
甘
の

工

呆
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研
文
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汀

載
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江

村
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L

へ
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九
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貝
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二

行
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以
下
「

江

村
ゴ
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L

み　
記
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ド
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∪
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済
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見
洋
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」
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九
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七
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奉
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県
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入
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公
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翻
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E
欝
又臣
乙

当

版
仁
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人
八

六

定
八

月
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｝
版ド
熱

　

第
九
行

〜）

【
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）
　
相
涌

呆
君
一．．
甲

国

文

学
論
考
L

へい
木

来

社
一
九

九
ハ

）

年
五

月．
二

∩）
口

第　
燭

発
行）

所
載
「
小

説

　

　
乙「
墟

し

て

見

た．
中

岡
農
村
の

構
造
と

典

k
の」
叫

　…
…．
＝

八、
資。

板
浦
是

先

」

砥、
一
r

號

戸
の

揮
品

　

　
で
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二

こ

で
［
李
順
大

井
屋
L

．．
陳

奐

生

L
城
　

−

陳

奐
L
争

裳．．
を．
趙

じ

て

述
ぺ

ら．
し

て

い丱．
．

訴、

　

鮫
へ

屆

　

が

ら
「
：

薦
斗．．
戸
』

主
」

　
に

は、
∴、．
3

及

さ

れ

て

お

ら．．
汎

な

い則、

冖
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四

　
ま
と

め

　

陳
奐
生

は
、

ど
の

よ

う

に

し

て

高
暁
声
に

よ

ワ

て

生
み

出
さ

れ

た

の

だ

ろ

う

か
。

「

陳
奐
生

出
国

上

城
記
」

は、

作
者
の

次
の

よ

う

な

文
章
で

締
め

く

く
ら

れ

て

い

る
。

　

　

　
「

私
は

以
前
次
の

よ

う
に

語
っ

た

こ

と

が

あ

る

：
『

…

…

私
が

書
い

た

陳
奐
生

　

　

は、

客
観
の

反
映
で

も

あ

る

の

だ

が
、

同

時
に

私
自
身
の

影
で

も

あ

る

の

だ
。

　

　

…

…
』

『

私
が

気
分
が

重

苦
し

く、

嘆
か

わ

し

い

と

す
る

も

の

は、

陳
奐
生

は

　

　

無
論
の

こ

と

自
分
自
身
も、

と

も

に

未
だ

因
襲
の

重
さ

か

ら

抜
け

出
せ

ず
に

い

　

　

る

と
い

う
二

と

な

の

だ

…

…
』

と
。

私
は
、

陳
奐
生
は

私
と

同
一

で

あ

る

と

自

　

　

覚
し

て

い

る

の

だ
。

作
家
と

し

て、

そ

れ

だ

か

ら

『

私
は

彼
ら

を

書
い

て、

私

　

　

の

心

を

書
い

た

の

だ
。

』

と

言
え

た

の

で

あ

る
。

こ

う

語
っ

て、

十
二

年
経
ち、

　

　

現
在
に

至

る

が、

私
は

、

こ

れ

ら

の

言
は

最
も

根
本
的
な

も

の

で

あ

る

こ

と

は

　

　

い

さ

さ

か

も

変
わ

ら

な
い

と

考
え

て

い

る
。

一

入

の

個
人
と

し

て
、

私
は

陳
奐

　

　

生
に

似
て

い

て
、

抜
け

目

な

く

取
り

入

る

こ

と

も、

自
分
を

守
る

こ

と

も

で

き

　

　

な
い
。

も

ち

ろ

ん

陳
奐
生

の

純
朴
さ

に

は

及
ば

な

い

が、

培
養
基
（

培
養
の

為

　

　

に

用
い

る
、

養
分
な

ど

を

含
む

液
状
や

固

形
の

物
質
−

注
引
用
者）

と

し

て

は、

　

　

陳
奐
生

よ

り

少
し

経
験
曲

慧
畠

だ
。

私
が

地

に

倒
さ

れ

横
た

え

ら
れ

て

彼
ら

の

足

　

　

で

踏
み

つ

け

ら

れ

た

時、

足

が

支
え

て

い

た

彼
ら

の

身
体
は、

き
っ

と

も

と

も

　

　

と

少
し

だ

け

高
か

っ

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か
。

た

だ

手
を

伸
ば

し

た

ら

月

を

引

　

　

き

寄
せ

ら

れ

る

ほ

ど

か

ど

う

か

は

わ

か

ら

な

か
ッ

た

が
、

も

し

ま

だ

高
さ

が

足

　

　

り

な

か

っ

た

ら、

さ

ら

に

陳
奐
生

を

下

に

敷
い

て

見
た

ら

ど

う
だ

っ

た

ろ

　

　

　

迂
゜

　

　

　

　
」

　

　
，
つ

カ

　

と

こ

ろ

で
、

高
暁
声
の

作
品

に

は、

彼
自
身
の

生

活
の

過
程
を

作
品

化
し

た

と

思

わ

れ

る

も

の

が

非
常
に

多
い

よ

う
に

思

う
。

彼
の

作
品

世
界
と

彼
の

体
験
し

た

現

実、

高
漏
斗

戸
」

†
L

に

つ

い

て

天

野

　
節

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

と

現
実
が
、

「

捻
り

飴
」

の

よ

う

に

絡
み

合
い

分

別
が

難
し

い

ほ

ど

で

あ

る
。

「

系
心

帯
」

の

主

入
公
李

稼
夫
（

設

定
は

右
派
分

于

と

さ

れ

て

農
村
に

送

り

こ

ま

れ

た

技
術
者
） 、
「

青
天

在
上
」

の

陳
文

清
（

モ

デ
ル

は

作
者
自

身
）

と

周

珠

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
ハ
ヨ　

平
（

モ

デ

ル

は

高
暁
声
の

最
初
の

妻、

雛
主

平
） 、

陳

奐
生
シ

リ

ー

ズ

作
品

で

は

「

出
国
」

の

辛
主

平
（

高
暁
声
と

い

う
ペ

ン

ネ

ー

ム

で

陳
奐
生

シ

リ

ー

ズ

を

書
い

て

い

た

と

い

う
）

登
場
人
物
等
が

そ

れ

ら

で

あ

る
。

陳
奐
生

に

至
っ

て

は

そ

の

モ

デ
ル

は、

○

奐
生

と

名
前
ま
で

全

く

同
じ

者
だ
。

こ

れ

は

前
項
の

「

口

」

で、

引
用

し

た

高
暁
声
の

創
作
態
度

「

生

活
の

真
実
を

芸
術
の

真
実
に

変
え

る
」

と
い

う
こ

と

を

貫

こ

う

と

す

る

と

こ

ろ

か

ら

出
た

必

然
で

は

な

い

か

と

思
わ

れ

る
。

こ

う
し

た

基
本
か

ら

出
発

し、

右
派

と

し

て

故
郷
に

戻
さ

れ

二

十
年
余
り

農
村
で

生

活
す
る

中
で

得
ら

れ

た

も

の

と、
「

な

ぜ

無
実
の

者
が
、

罪
を

問
わ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

よ

う

な
こ

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　ひ
ヱな

と

が
、

起
き

る

の

か
」

と

い

う

自
身
の

『

右
派
』

と

さ

れ

た

体
験
に

よ

っ

て

得
ら

れ

た

追
求

心

に

よ

っ

て

生
ま

れ

た

も

の
、

こ

れ

が

『

漏
斗
戸
』

主
、

陳
奐
生

で

は

な

い

か

と

お

も

わ

れ

る
。

上

記
「

陳
奐
生

上

城
出
国
記
」

の

「

後
記
」

の

文
章
で

言
い

表

さ

れ

て

い

る

の

は、

こ

れ

だ

と

考
え

る
。

　

ま

た、

陳
奐
生

シ

リ

ー

ズ

作
品
は

、

こ

の

作
品
の

後、
「

上

城
一、
「

転
業
」 、
「

包

産
」

「

戦
術
」

「

種
田

大
戸
一
「

出
国
」

と

書
か

れ

た
。

第
一

作
の

「

『

漏
斗
戸
』

主
」

が
、

前
項
（

イ
）

で

引
用
し

た

通
り

「

一

家
の

真
実
の

記
録
」

で

あ

り
、

後
の

作
晶

は
、

こ

の

第
一

作
を

基
礎
に

作
ら

れ

た

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

性
の

強
い

作
品

と

な
っ

て

い

る
。

一

九

九

九
年
五

月
十

三

日

付
「

文

藝
報
」

『

祝
賀
《

紳
山
》

創
刊
二

十
周
年
』

と
い

う

欄
に、

高
暁
声
は

、

「

私
は

賞
を

受
け

た

時
に、
『

私
の

《

陳
奐
生

E
城
》

は、

《

『

漏
斗
戸
』

主
》

の

上
入
公

陳
奐
生

の

名
前
を

用
い

て

い

る、

そ

の

目

的
は

《

『

漏

斗
戸
』

主
》

を

救
い

、

読
者
に

注
意
を

促
す
た

め

で

あ
っ

た。
』

と

言
っ

た
。

」

と

書

い

て

い

る

通
り、

作
者
に

と
っ

て

も
シ

リ

ー

ズ

作
品
の

う

ち

で、

ま

た、

彼
の

全

作

品

中
で

も

非
常
に

大
事
な

作
品

で

あ

る

と

考
え

ら

れ

て

い

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か
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璽
”
i
”
　i主

）　　tu
’

∫？
購

は

じ

め

に
L

　
の

注
（
1

）

参

照

天
爽

塑

行
〜

明
星
大
学
妍

究
紀

要
【
口

本
文
化
学
部
・
・…．
罫
叩

文

化
学
科
】

第
九

号

　一、
OO
…

私
に

と
っ

て

シ

リ

ー

ズ

作
品
七

作
の

内
で

は、

の

を

感
じ、
［
最
愁

好
き

な

作
品

で

あ

る
。

「

『

漏
斗・
戸
』

主

に

最
も

訴
え

る

も

F

1年
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